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1972 年 5 月に沖縄がアメリカの統治下から日本国へ復帰して以来、今年で 50
年の節目を迎えました。この間、多くの苦難がありつつも、今日では生活や生産

に必要な社会経済基盤が整備され、独特の歴史や文化、美しい自然環境等に魅か

れて国内外から多くの人が訪れるなど、沖縄は着実な経済発展を遂げています。 
ところで、在沖縄米軍基地については、「日本の国土面積の約 0.6％に過ぎな

い沖縄県に在日米軍専用施設の７割超（面積ベース）が集中している。米軍にと

って朝鮮半島や台湾を巡る有事をにらむ重要な拠点で、日本政府も事実上容認

してきた。米兵の犯罪や軍用機の事故、騒音問題が後を絶たない。」（注１）という指

摘もある。 
今年（2022 年）5 月に共同通信社が行った全国世論調査では、「米軍基地を①

『大きく減らすべきだ』が 51％だった一方、②『現状のままでよい』も 40％に

上った。」（注２） 
上記①②のどちらを支持するか、あなた自身の意見を明確にした上で、その理

由を 2 つ以上挙げて、具体的かつ論理的に述べてください。その際、どちらの

立場に立つ場合も、対立する意見に対し、できる限り明確に反論して、自分の意

見を主張してください。 
どちらの意見を支持するかによって評価に影響が及ぶことはありません。 
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注１、注２：山梨日日新聞 2022 年 5 月 5 日より引用 


